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第
一
節
　
問
題
の
所
在
と
研
究
の
目
的

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
問
題

　
現
代
社
会
に
お
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
し
ば
し
ば
、
亡
霊
に
た
と
え
ら
れ
る（（
（

。
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、

国
民
国
家
を
超
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
含
む
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
問
題
は
消
え
去
る
こ
と
な
く
、
執
拗
に

回
帰
し
て
く
る
。
そ
も
そ
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
自
体
、
そ
の
輪
郭
が
あ
や
ふ
や
で
、
ど
こ
か
で
経
験
的
な

記
述
を
逃
れ
て
い
く
よ
う
な
対
象
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
現
代
を
生
き
る
人
々
の
生
と

死
に
深
く
関
わ
り
、
と
き
に
人
々
を
強
烈
に
ひ
き
つ
け
、
し
ば
り
つ
け
る
。
本
書
が
最
終
的
に
考
え
て
い
き
た
い
こ
と

は
、
こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
亡
霊
的
な
位
相
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
代
社
会
を
考
え
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
歴
史
的
な
探
究
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
、「
歴
史
の
現
在
」
を
問
う
社
会
学
の
方
法
論
的
要
請
で
あ
る
。
同
時
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
、
か
つ
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
「
死
後
」
と
し
て
、
否
定
的
に
し
か
記
述
し
え
な
い
対
象
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
、
国
民
国
家
論
や
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
研
究
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
丸
山
眞
男
に
代
表
さ
れ
る
戦
後
知
識
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

批
判
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る（（
（

。
こ
れ
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
に
対
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
う

社
会
的
不
平
等
の
拡
大
を
背
景
と
し
て
、
一
定
の
留
保
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
だ
が
、
重
要
な
こ
と
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は
、
一
九
九
〇
年
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
の
議
論
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
近

代
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
史
の
一
つ
の
出
来
事
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
一
九
九
〇
年
代
と
そ
れ
が
批
判
す
る
戦
後
と
の
あ
い
だ
の
断
絶
で
あ
る
。
前
者
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
は
否
定
的
に
語
ら
れ
、
後
者
で
は
肯
定
的
に
語
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
論
者
の
思
考
の
限
界
に
由
来
す
る
も
の
と

片
付
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
実
効
性
や
も
っ
と
も
ら
し
さ
を
め
ぐ
る
水
準（
実
定
性
）で
の
変
容
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
ネ
ガ
テ

ィ
ヴ
に
し
か
成
立
し
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
解
明
の

た
め
に
は
、
む
し
ろ
そ
れ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
位
相
に
あ
っ
た
時
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
個
々
の
言
説
と
同
時
に
、
そ

の
言
説
を
と
り
ま
く
社
会
の
諸
条
件
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
言
説
と
社
会
の
変
容
を
考
察
す
る
こ
と
を
通

じ
て
は
じ
め
て
、
現
代
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
様
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
道
筋
が
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、
本
書
で
は
、
第
一
次
大
戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
に
注
目
す
る
。
こ
の
時
期
、「
文

化
」
の
概
念
を
機
軸
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
社
会
で
は
、

「
能
率
」
や
「
生
産
性
」
と
い
っ
た
言
葉
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
産
業
技
術
が
進
展
し
、
都
市
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス（
中
間
層
、

中
間
階
級
）が
拡
大
す
る
一
方
で
、
都
市
と
農
村
の
格
差
が
「
二
重
構
造
」
と
し
て
問
題
化
さ
れ
て
い
た
。
本
書
が
考
え

た
い
の
は
、
こ
の
言
説
と
社
会
の
両
者
の
関
係
で
あ
る
。

想
像
の
共
同
体
か
ら
「
能
率
」
の
共
同
体
へ

　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
の
関
係
、
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
産
業
技
術
と
の
関
係
と
い
う
主
題
は
、
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ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
古
典
的
名
著
と
さ
れ
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の

『
想
像
の
共
同
体
』
の
議
論
を
批
判
的
に
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
る（（
（

。

　
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
「
想
像
の
共
同
体
」
は
活
版
印
刷
術
を
通
じ
て
成
立
す
る
出
版

語
の
領
域
と
重
な
る
。
出
版
語
は
、
ラ
テ
ン
語（
普
遍
）と
俗
語（
特
殊
）の
あ
い
だ
に
生

じ
る
。
さ
ら
に
こ
の
空
間
的
な
位
置
は
、
過
去
と
未
来
の
あ
い
だ
と
い
う
時
間
的
な
位

置
に
対
応
す
る（（
（

（
図
0
─1
）。
ネ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
そ
の
本
質
に

お
い
て
「
中
間
」
と
い
う
性
質
を
有
す
る
。
そ
の
た
め
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
普
遍
と

特
殊
、
市
民
と
民
族
、
論
理
と
心
情
、
政
治
と
文
化
、
さ
ら
に
は
知
識
人
と
大
衆
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
二
分
法
に
よ
り
整
理
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
し
ば

し
ば
、
善
悪
の
価
値
判
断
を
恣
意
的
に
導
入
し
て
不
毛
な
二
項
対
立
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
手
前
で
「
中
間
」
と
い
う
性
質
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
く
わ
え
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
と
展
開
に
は
、
複
製
技
術（
＝
機
械
的
再
生
産

m
echanical reproduction

）が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
特
有

の
議
論
で
は
な
く
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河

系
』
で
先
行
し
て
論
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る（（
（

。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
、
印
刷
技
術
を
、
彼

が
「
機
械
」
と
呼
ぶ
問
題
の
原
型
に
お
く
。
そ
の
メ
デ
ィ
ア
論
は
、「
機
械
」
か
ら

「
電
気
」
へ
の
移
行
と
い
う
図
式
を
提
出
す
る
が
、
こ
れ
は
産
業
技
術
の
高
度
化
を
背

景
と
し
て
い
る
。
同
時
に
、
メ
デ
ィ
ア
論
は
技
術
に
よ
る
身
体
の
変
容
を
問
う
が
、
こ

ラテン語

出版語

俗語

普遍

特殊

複製・比較nation nation

いまだ、ない

もはや、ない

第一の故郷
第二の故郷

過去

未来

図 0─1�　ネーションの位置
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れ
は
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
権
力
論
の
問
題
構
成
と
も
共
振
す
る
。

　
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
「
想
像
の
共
同
体
」
の
議
論
は
、
機
械
的
再
生
産
と
い
う
産
業
技
術
の
問
題
を
内
在
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
産
業
技
術
は
、
第
一
次
大
戦
を
通
じ
て
、
大
衆
社
会
を
可
能
に
す
る
水
準
に
ま
で
到
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
途
方

も
な
い
量
の
生
産
を
可
能
に
し
た
も
の
の
一
つ
が
、「
能
率efficiency

」
へ
の
志
向
で
あ
る
。
知
識
人
、
政
治
家
、
企

業
家
、
官
僚
、
技
師
が
、「
能
率
」
の
概
念
を
通
じ
て
、
自
己
の
身
体
や
他
者
と
の
関
係
性
を
観
察
、
記
述
し
は
じ
め

る
。
第
一
次
大
戦
後
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
想
像
の
共
同
体
」
で
あ
る
。
だ
が
産
業
化
さ
れ
た
戦
争

（
総
力
戦
、
国
民
戦
）の
到
来
を
背
景
と
し
て
、
そ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
「「
能
率
」
の
共
同
体
」
と
呼
び
う
る
相
貌
を
備
え

る
。
そ
こ
に
は
過
剰
と
も
思
え
る
「
能
率
」
の
追
求
が
あ
る
。
同
時
に
そ
の
よ
う
な
「
能
率
」
の
追
求
は
、
現
代
社
会

に
生
き
る
私
た
ち
の
生
に
も
見
出
さ
れ
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
「「
能
率
」
の
共
同
体
」
と
は
、
第
一

次
大
戦
期
に
は
じ
ま
り
、
お
そ
ら
く
は
現
代
社
会
に
ま
で
伸
び
て
き
て
い
る
個
人
と
社
会
の
関
係
性
の
変
容
の
問
題
を

し
め
す
も
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
近
代
日
本
に
お
け
る「
文
化
」の
ナ
ショナ
リ
ズム

戦
前
と
戦
後
の
連
続
、
高
度
成
長
期
の
変
容

　
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
が
主
な
対
象
と
し
た
の
は
、
丸
山
眞
男
に
代
表
さ
れ
る
戦
後
知
識

人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
批
判
を
ふ
ま
え
、
小
熊
英
二
は
『〈
民
主
〉と〈
愛
国
〉』
の
な
か
で
、
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戦
後
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
を
分
析
し
て
い
る（（
（

。
そ
の
推
移

を
み
る
う
え
で
、
小
熊
は
知
識
人
の
戦
争
経
験
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
戦
後
、

革
新
を
標
榜
す
る
立
場
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
る
こ
と
、
そ
の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
後
退
し
て
い

く
こ
と
を
し
め
す
。『
単
一
民
族
神
話
の
起
源
』
や
そ
の
後
の
『
1‌

9‌

6‌

8
』

と
い
っ
た
著
作
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
度
成
長
期
の
終
わ
り
頃
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
批
判
的
言
及
の
対
象
に
か
わ
る（（
（

。
し
か
し
、
小
熊
の
議
論

は
、
こ
の
戦
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
持
続
と
変
容
を
、
担
い
手
と
な
る
知
識

人
の
戦
争
経
験
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
試
み
る
点
で
十
分
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
同
型
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
戦
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
観
察
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
結
合
を
「
文
化
」
の
概
念

を
通
じ
て
説
く
議
論
は
、
戦
前
の
文
化
主
義
者
か
ら
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
戦
前
と
戦
後
の
連
続
性
を
重
視
す
る
視
座
と
し
て
「
総
力
戦
体
制

論
」
が
あ
る
。
特
に
山
之
内
靖
ら
の
共
同
研
究
は
、「
現
代
化
」
と
い
う
概
念

に
よ
っ
て
、
戦
前
の
統
制
経
済
を
、
戦
後
日
本
の
経
済
お
よ
び
産
業
の
体
制
に

結
び
つ
け
る（（
（

。
だ
が
、
戦
前
と
現
在
の
連
続
性
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
こ
の
立

場
は
、
高
度
成
長
期
の
社
会
変
容
の
意
義
を
相
対
的
に
低
く
見
積
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
総
力
戦
体
制
の
構
想
は
第
一
次
大
戦
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る（（
（

。
高
度
成
長

『〈民主〉と〈愛国〉』

総力戦体制論

本　　　書

197019451918

戦争経験

総力戦＝国民国家によるシステム統合

量 mass

第一次大戦 高度成長期
図 0─2�　本書が対象とする時期
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期
は
、
日
本
社
会
の
消
費
社
会
化
の
時
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
第
一
次
大
戦
か
ら
つ
づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
の

巨
大
は
変
容
の
時
期
に
も
あ
た
る
。
高
度
成
長
期
が
終
わ
ら
せ
る
も
の
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
総
力
戦
を
め
ぐ
る
構
想

を
含
ん
で
登
場
す
る
産
業
資
本
主
義
の
一
つ
の
あ
り
か
た
な
の
で
あ
る
。

　
戦
後
に
隆
盛
し
高
度
成
長
期
に
後
退
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
た
め
に
は
、
戦
前
か
ら
の
連
続
性
を
射
程
に

捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
戦
前
と
戦
後
の
連
続
性
を
考
え
る
う
え
で
、
高
度
成
長
期
に
よ
る
社
会
変
容
を
重

視
し
、
そ
れ
が
あ
る
種
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
終
わ
ら
せ
た
事
実
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
図
0
─2
）。

第
一
次
大
戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
ま
で
の
「
文
化
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
本
書
が
描
き
出
し
、
ま
た
そ
の
解
明
を
課
題
と
す
る
の
は
、
あ
る
同
一
性
を
も
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
が
第

一
次
大
戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
に
か
け
て
、
繰
り
返
し
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
そ
の
担

い
手
は
、
前
述
の
丸
山
眞
男
を
は
じ
め
、
南
原
繁
や
矢
内
原
忠
雄
、
さ
ら
に
は
第
一
次
大
戦
後
の
文
化
主
義
者
た
ち
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
①
「
文
化
」
の
概
念
を
機
軸
と
し
、
②
主
体
的
な
個
人
＝
人
格
の
確
立
を
訴
え
、

③
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
結
合
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
④
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
肯
定
的

言
及
を
基
調
と
し
て
、
⑤
社
会
変
革
を
志
向
す
る
立
場
か
ら
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
こ
れ
を
「
文
化
」

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
。

　
問
題
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
登
場
す
る
「
文
化
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
高
度
成
長
期
以
降
、
あ
る
種
の
忘
却
に

さ
ら
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
代
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
の
対
象
と
し
て
振
り
返
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
問
う
べ
き
は
、

こ
の
持
続
と
変
容
で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、「
文
化
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
、「
知
識
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
位
置
づ
け
、
批
判
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、「
文
化
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
論
じ
る
う
え
で
、
知
識
人
と
大
衆
と
い
う
対
は
有
効
で
は

な
い
。
こ
の
対
は
、
学
歴
や
趣
味
の
差
異
を
資
本
の
比
喩
で
語
る
こ
と
で
、
持
つ
も
の
と
持
た
ざ
る
も
の
の
擬
似
的
な

階
級
闘
争
を
描
き
出
す
。
こ
の
理
解
し
や
す
さ
の
な
か
で
、
大
衆
に
準
拠
し
た
知
識
人
批
判
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、

第
一
次
大
戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
に
お
い
て
、
新
し
く
問
わ
れ
て
い
た
の
は
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
い
う
中
間
に
位
置
す
る

人
々
で
あ
り
、
新
し
い
現
象
と
し
て
の
大
衆
＝
量m

ass

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
知
識
人
は
有
識
無
産
階
級
と
呼
ば
れ
、

都
市
の
新
し
い
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
代
表
で
あ
り
、
大
衆
は
こ
の
新
し
い
社
会
層
を
含
ん
で
成
立
し
て
い
た
。
ミ
ド
ル
ク

ラ
ス
、
大
衆
社
会
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
わ
り
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
知
識
人
と
大
衆
と
い
う
問
題
構
成
は
変
更

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
両
者
を
析
出
す
る
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
分
節
さ
れ

る
の
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
文
化
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
知
識
人
と
大
衆
の
対
立
か

ら
で
は
な
く
、
機
械
と
能
率
と
い
う
産
業
技
術
と
の
相
関
か
ら
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　「
文
化
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
文
化
主
義
を
始
ま
り
と
す
る
。
同
時
期
、
第
一
次
大
戦
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
総
力
戦
と
い
う
構
想
が
登
場
す
る
。
総
力
戦
は
持
久
戦
を
意
味
し
、
そ
の
総
体
の
力
の
把
握
と
向

上
を
め
ざ
す
対
象
と
し
て
「
国
民
」
が
浮
上
す
る
。
同
時
に
第
一
次
大
戦
は
思
想
だ
け
で
は
な
く
日
本
社
会
を
も
変
容

さ
せ
る
。
輸
出
の
増
大
と
と
も
に
産
業
化
が
進
み
、
都
市
が
拡
大
す
る
。
ま
た
産
業
の
高
度
化
に
と
も
な
い
経
営
事
務

が
増
大
し
、
大
学
が
拡
張
さ
れ
る
。
学
生
の
増
加
を
通
じ
、
都
市
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
拡
大
す
る
。
第
一
次
大
戦
後
、

近
代
日
本
の
都
市
部
は
、
先
駆
的
に
「
大
衆
社
会
」
と
い
う
「
量m

ass

の
社
会
」
に
到
達
し
て
い
る
。
だ
が
、
量

m
ass

と
は
不
気
味
な
か
た
ま
り
で
あ
り
、
特
有
の
社
会
性
を
も
つ
。
第
一
次
大
戦
末
期
に
流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
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ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
無
数
の
死
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
や
物
の
移
動
と
都
市
空
間
へ
の
集
積
に
よ
っ
て

生
じ
る
よ
う
に
、
日
本
社
会
は
量m

ass

を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
に
し
た
産
業
資
本
主
義
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
、

そ
れ
を
通
じ
て
自
己
を
改
造
し
、
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
、
別
の
戦
争
へ
と
向
っ
て
い
く
。
そ
の
趨
勢
は
戦
争
に
よ
っ
て

中
断
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
加
速
す
る
。
戦
後
に
は
よ
り
高
度
な
産
業
技
術
が
到
来
し
、
高
度
成
長
期
に
お

け
る
社
会
の
変
容
を
導
く
。
機
械
と
能
率
の
産
業
技
術
は
、
第
一
次
大
戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
ま
で
の
社
会
に
、
あ
る

同
一
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
「
量m

ass

の
社
会
」
と
い
う
観
点
か
ら
、「
文
化
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
持
続
と
変
容
を
考
察
し
て
い
く
。

第
三
節
　
本
書
の
視
角
─
─
権
力
論
と
産
業
技
術

産
業
の
高
度
化（
1
）─
─
フ
ォ
ー
ド
と
量m

ass

　
見
田
宗
介
は
、
一
九
九
〇
年
の
文
章
で
、
戦
後
の
四
五
年
間
を〈
理
想
〉の
時
代
／〈
夢
〉の
時
代
／〈
虚
構
〉の
時
代
と

し
て
整
理
し
た（（（
（

。
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
大
き
く
は〈
理
想
〉か
ら〈
虚
構
〉へ
と
い
う
推
移
で
あ
り
、
高
度
成
長

に
よ
る
社
会
の
変
容
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
が
「
現
実
」
の
対
義
語
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
高
度
成
長
は
「
現
実
」
を

観
察
し
記
述
す
る
た
め
の
参
照
枠
組
み
の
水
準
に
お
い
て
、
巨
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、「
虚
構
」
と
い
う

性
格
は
、
い
ま
な
お
、
私
た
ち
が
生
き
る
社
会
を
規
定
し
つ
づ
け
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
変
容
は
、
日
本
と
い
う
社
会
に
の
み
通
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
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義
と
い
う
巨
大
な
背
景
の
な
か
で
理
解
さ
れ
う
る
問
題
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
世

界
的
な
資
本
主
義
の
変
容
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
ト
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
の
共
著
『
帝
国
』
の
主
題
で
あ
る
。
ハ

ー
ト
と
ネ
グ
リ
は
、
国
民
国
家
と
は
異
な
る
主
権
の
形
態
と
し
て〈
帝
国
〉の
登
場
を
論
じ
る
が
、
こ
の
変
容
は
「
規
律

的
統
治
性
」
の
変
化
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
労
働
の
組
織
化
に
お
け
る
テ
ー
ラ
ー
主
義
、
賃
金
体
制
に
お

け
る
フ
ォ
ー
ド
主
義
、
社
会
の
マ
ク
ロ
経
済
的
調
整
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
主
義
」
を
総
合
し
た
三
位
一
体
で
あ
り
、

「
近
代
福
祉
国
家
を
構
成
す
る（（（
（

」。
こ
の
い
ず
れ
も
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
疲
弊
と
、
ブ
レ

ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
に
よ
る
危
機
の
な
か
で
揺
ら
ぐ
。
同
様
に
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
も
『
ポ
ス
ト

モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
条
件
』
の
な
か
で
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
を
、
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
的

蓄
積
か
ら
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
蓄
積
へ
の
変
容
と
し
て
論
じ
る（（（
（

。

　
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
フ
ォ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
に
注
目
し
た
い
。
な
に
よ
り
も
そ
れ
は
産
業
資
本
主
義
に
お
け
る

「
量m

ass

」
の
生
産
の
モ
デ
ル
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
に
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
部
品
の

標
準
化
や
作
業
工
程
の
分
割
な
ど
、
徹
底
し
た
機
械
化
と
合
理
化
を
通
じ
て
可
能
に
な
る
大
量
生
産
品
で
あ
る
。
そ
の

成
功
の
な
か
、
一
九
一
四
年
に
は
、
日
給
五
ド
ル
、
八
時
間
労
働
、
週
休
二
日
制
が
導
入
さ
れ
る
。
以
降
、
フ
ォ
ー
ド

社
は
、
一
九
一
九
年
ま
で
に
、
自
動
車
の
生
産
台
数
を
四
倍
以
上
に
伸
ば
し
、
数
十
万
の
自
動
車
を
作
り
出
し
、
価
格

を
四
分
の
一
程
度
に
ま
で
下
げ
る
。
他
方
で
、
一
九
一
四
年
に
は
じ
ま
る
第
一
次
大
戦
は
大
量
殺
戮
の
時
代
の
幕
開
け

を
告
げ
る（（（
（

。
累
計
で
一
一
〇
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
る
死
者
の
数
は
、
前
世
紀
の
あ
ら
ゆ
る
戦
争
の
規
模
を
し
の
ぐ
。
自

動
車
の
大
量
生
産
を
可
能
に
し
た
産
業
技
術
は
、
途
方
も
な
い
量
の
死
体
を
も
大
量
生
産
し
う
る
。

　
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
量m

ass

が
単
純
な
生
産
の
様
式
で
は
な
く
、
特
有
の
社
会
性
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
ス
ー
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